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生徒の学びの姿に着目した学力向上の取り組み 

１ 実践内容 

（１）方策１ 日常化する【質的授業改善】 

①「与那原中授業スタンダードⅡ」と対応させた、与那原中独自の「授業プランシート」「学びの見

取りシート」を活用し、日常的な授業改善への取組み。（1人 1 授業の実践） 

  ②「生徒の学びの姿」を記入する項目を取り入れたプランシートによる授業改善への取組み。 

③授業参観時は、「生徒の学びの姿」を見とれるよう「観察シート」を工夫し、授業後には「生徒へ

質問」を行い、生徒に着目した授業参観を行えるようにした取組み。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）方策２ そろえる【組織的共通実践】 

①「整ＹＥＬＬ（学習規律）」を合い言葉にした学習の基盤となる姿勢作りを組織的に行う。 

・「ととのエール」を合い言葉に、教師と生徒の共通認識のもと、学習規律の定着を図る。 

・定期的に「ととのエールアンケート」を実施し、定着状況や成果や課題を教師、生徒の双方が

共通認識をもつ。 

  ②「沖縄県生徒質問紙」で課題として挙がった「主体的に家庭学習に取組む」態度を養うための組

織的共通実践。 

   ・家庭学習の取組み方法を全学級で確認。 

   ・「家庭学習教科月間」を設定し、家庭学習の内容的な深化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 成果 

・「生徒の学びの姿」に着目することによって、活動中心ではなく、指導事項を見据えた授業改善

に取り組めるようになった。 

  ・組織的な取組みを行うことで、学習規律や家庭学習に対する意識をそろえることができた。 

３ 課題 

・授業改善を、生徒に着目することはできたが、指導と評価の一体化を目指した、評価方法の工夫

改善にはまだ課題が残る。 

生徒の学びの姿を意識するプランシート 「生徒の学びの姿」を見つけるための授業観察シート 

「生徒の学びの姿」を記述する項目を挿入 「生徒の学びの姿」を見つけられるよう、生徒を観察し、メモをとる 


